
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続可能なカメラと接続台数一覧 
・NR-5000/5041/5080/5100/5512 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ③ ④ 

図 1 グループイメージ(カメラ接続端子) 

② グループ①～④ 

2023 年 05 月作成 

※1 左記カメラ以外の残りのカメラを、MELOOK3 カメラで接続した場合の最大台数を示しています(左記カメラも台数に含む)。 

合計ビットレートの制約があります。詳細は取扱説明書(10.6 カメラ設定をする)をご確認ください。 

※2 旋回カメラ NC-6500 は PoE 給電の関係から、AC アダプタなしでレコーダーへ直収できる台数は従来通り制限されます。 

※3 AXIS 全方位カメラ、AXIS 旋回カメラ及び MELOOK4 カメラの接続はレコーダー直収で、各グループ(図 1 参照)1 台(計 4 台)  

までです。 

※4 AXIS カメラ及び VIVOTEK ビデオエンコーダの接続はレコーダー直収で、各グループ(図 1 参照)2 台(計 8 台)までです。 

※5 SYS.N1.06.24 と SYS.N1.08.32 以降で対応可能な AXIS カメラ F/W バージョンは異なります。 

詳細は販売店へお問合せください。 

※6 AXIS 旋回カメラ P5635-E MkⅡ/P5655-E は PoE+給電が必要です。PoE+対応インジェクタ等で給電した上でご使用ください。 

※7 ビットレート設定は最大 2Mbps、フレームレート設定は最大 15fps でご使用ください。 

※8 ビットレート設定は最大 3Mbps でご使用ください。 

 

 

※9 接続は 16 台まで、レコーダー直収のみ対応です。  

※10 MELOOK3 カメラ(DIGITAL ROBOTY 含む)、MELOOK3 同軸カメラ以外の組合せ接続は 

16 台までです。 

※11 SYS.NX.XX.XX に関する詳細はサービスマニュアル(SM-Y8541S)の 10.11.1.1 項を 

ご参照ください。  

※12 PoE HUB 経由で追加 4 台を接続可能です。 

※13 AXIS カメラのハードウェア(製造年)によって、対応可能な MELOOK3 レコーダーソフトウェアは 

異なります。最新のレコーダーソフトウェアを使用ください。 

※14 レコーダーに直収する全カメラの消費電力合計を 110W 以下にしてください。 

 



 

 
接続可能なカメラと接続台数一覧 

・NR-8200 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 左記カメラ以外の残りのカメラを、MELOOK3 カメラで接続した場合の最大台数を示しています(左記カメラも台数に含む)。 

合計ビットレートの制約があります。詳細は取扱説明書(10.6 カメラ設定をする)をご確認ください。 

※2 旋回カメラ NC-6500 は PoE 給電の関係から、AC アダプタなしでレコーダーへ直収できる台数は従来通り制限されます。 

※3 AXIS 全方位カメラ、AXIS 旋回カメラ及び MELOOK4 カメラの接続はレコーダー直収で、各グループ(図 2 参照)1 台(計２台)までです。 

※4 AXIS カメラ及び VIVOTEK ビデオエンコーダの接続はレコーダー直収で、各グループ(図 2 参照)２台(計４台)までです。 

※5 MELOOK3 同軸カメラ 8 台＋MELOOK3 カメラ 5 台以上の構成の場合、5～8 台目の MELOOK3 カメラは 

   電源アダプタを接続した延長アダプタ(P-3200)を経由してレコーダーへ接続してください。 

※6 SYS.N1.06.24 と SYS.N1.08.32 以降で対応可能な AXIS カメラ F/W バージョンは異なります。詳細は販売店へお問合せください。 

※7 AXIS 旋回カメラ P5635-E MkⅡ/P5655-E は PoE+給電が必要です。PoE+対応インジェクタ等で給電した上でご使用ください。 

※8 MELOOK3 同軸カメラ、μ+カメラはレコーダー直収カメラに依存せず、8 台まで接続できます。 

※9 SYS.NX.XX.XX に関する詳細はサービスマニュアル(SM-Y8541)の 10.11.1.1 項をご参照ください。 

※10 AXIS カメラのハードウェア(製造年)によって、対応可能な MELOOK3 レコーダーソフトウェアバージョンは異なります。最新のレコーダーソフトウェアを使用ください。 

 

図 2 グループイメージ(カメラ接続端子) 

グループ①～② ① ② 

2023 年 05 月作成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続可能なカメラと接続台数一覧 
・NR-5000C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 左記カメラ以外の残りのカメラを、MELOOK3 カメラで接続した場合の最大台数を示しています(左記カメラも台数に含む)。 

合計ビットレートの制約があります。詳細は取扱説明書(10.6 カメラ設定をする)をご確認ください。 

※2  旋回カメラ NC-6500 は PoE 給電の関係から、AC アダプタなしでレコーダーへ直収できる台数は 1 台になります。 

※3  AXIS 旋回カメラ P5635-E MkⅡ/P5655-E は PoE+給電が必要です。PoE+対応インジェクタ等で給電した上でご使用ください。 

※4 使用できるカメラ接続端子は 1～4CH(図 3 参照)のみです。 

※5 AXIS カメラのハードウェア(製造年)によって、対応可能な MELOOK3 レコーダーソフトウェアバージョンは異なります。 

最新のレコーダーソフトウェアを使用ください。 

 

図 3 カメラ接続端子 

2023 年 05 月作成 


